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適
塾
の
基
準
処
方
集
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
五
年
に
演
者
が

大
阪
市
立
大
学
付
属
図
書
館
で
発
見
し
、
緒
方
富
雄
氏
を
経
て

大
塚
恭
男
氏
が
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
十
九
巻
二
号
に
発
表

さ
れ
た
。

そ
の
後
の
調
査
で
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
亥
野
彊
宅
に
も
適
々

斎
薬
室
膠
柱
方
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
亥
野
家
は
緒
方
洪
庵
夫

人
八
重
の
生
家
・
憶
川
家
の
資
料
を
受
け
継
い
で
お
ら
れ
る
の

で
、
億
川
本
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
は
一
昨
年
の
拙
著
『
緒

方
洪
庵
と
大
坂
の
除
痘
館
」
（
二
○
○
二
年
、
東
方
出
版
刊
）
に

お
い
て
両
者
を
比
較
し
て
詳
し
く
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
昨
年
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
の
大
会
が
中
津

で
開
催
さ
れ
た
際
、
村
上
医
家
史
料
館
を
見
学
し
た
と
き
、

適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
史
料
館
の

49

適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
に
つ
い
て

ｌ
村
上
医
家
史
料
館
蔵
品
を
中
心
に
Ｉ

古
西
義
麿

橋
本
ま
ち
か
ど
博
物
館

ご
協
力
を
得
て
発
表
さ
せ
頂
く
。

な
お
、
杏
雨
書
屋
に
も
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
が
所
蔵
さ
れ
て

い
う
（
》
。

そ
こ
で
、
本
発
表
は
村
上
本
の
紹
介
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、

四
点
の
比
較
を
試
み
た
。

市
大
本
資
料
名
は
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
、
十
一
丁
、

八
十
八
剤
を
収
録
、
天
保
九
年
の
序
文
、
写
本

（
筆
者
不
明
）
、
「
解
剖
略
式
」
六
丁
を
合
綴
。

億
川
本
資
料
名
は
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
、
七
丁
、

四
十
八
剤
を
収
録
、
天
保
九
年
の
序
文
、
写
本

（
筆
者
不
明
）
、
「
助
忘
録
之
こ
の
中
の
一
資
料
。

杏
雨
本
資
料
名
は
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
、
八
丁
、

五
十
四
剤
を
収
録
、
末
尾
に
「
天
保
辛
丑
［
十
二

年
］
七
月
既
望
口
下
訳
公
裁
未
定
稿
」
と
記
載
、

坪
井
信
道
著
「
遠
西
二
十
四
方
」
・
同
著
［
診
候

大
概
」
と
合
綴
。

村
上
本
資
料
名
は
適
々
斎
常
用
丸
散
録
丸
剤
之
部
、

九
丁
、
四
十
六
剤
を
収
録
、
末
尾
に
「
元
治
甲
子

ノ
年
［
元
年
］
初
夏
日
村
上
恒
手
写
」
と
あ
る
。
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適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
は
適
塾
の
基
本
処
方
集
と
し
て
長
ら
く

忘
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
し
て
発
見
・
紹
介
さ
れ

た
。
こ
れ
は
適
塾
塾
生
の
指
南
書
で
あ
り
、
洪
庵
が
そ
の
知
識

を
ど
の
よ
う
な
経
緯
と
経
過
で
得
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

の
み
で
な
く
、
ひ
ろ
く
当
時
の
蘭
方
医
が
ど
の
よ
う
に
し
て
処

方
の
勉
強
を
し
た
か
の
一
端
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

大
阪
市
立
大
学
図
書
館
本
に
続
い
て
億
川
本
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
比
較
を
す
る
と
か
な
り
の
相
違
点
が
有
り
、
前
述
の
よ
う

に
拙
著
に
紹
介
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
最
近
閲
覧
を
許
さ
れ
た
杏
雨
書
屋
本
を
市
大
本
や
億

川
本
と
比
較
照
合
す
る
と
、
億
川
本
に
極
め
て
類
似
し
て
い
た
。

そ
れ
と
と
も
に
杏
雨
書
屋
本
で
は
、
天
保
十
二
年
に
お
い
て
も

洪
庵
が
そ
の
処
方
を
再
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
伺
い
知
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

村
上
本
は
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
の
中
の
常
用
丸
散
録
丸
剤
之

部
の
み
で
あ
る
が
、
収
録
処
方
は
四
十
五
剤
と
多
い
。
市
大
本

の
処
方
と
比
べ
る
と
、
同
一
処
方
は
十
三
剤
し
か
無
か
っ
た
。

し
か
し
、
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
が
最
初
に
処
方
さ
れ
た
の
が
天

保
九
年
（
一
八
三
八
）
、
村
上
恒
が
手
写
し
た
の
が
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
、
そ
の
間
に
二
十
六
年
、
四
半
世
紀
を
経
て
、
な

お
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
が
新
し
い
処
方
を
加
え
な
が
ら
利
用
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
処
方
集
の
役
割
の
大
き
さ
を
知
る

こ
と
が
て
き
る
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。

な
お
、
村
上
本
の
筆
写
・
村
上
恒
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

お
く
。村

上
恒
は
村
上
家
第
九
代
の
当
主
・
田
長
（
天
保
十
年
～
明

治
三
十
九
年
、
一
八
三
九
～
一
九
○
六
）
で
あ
る
。
秋
月
藩
御

典
医
・
杉
全
健
甫
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
医
学
を
始
め
、
儒

学
な
ど
幅
広
く
学
ん
だ
。
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
村
上
家
の

養
子
と
な
り
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
家
督
相
続
し
て
田

長
と
改
名
し
た
。
医
師
と
と
も
に
教
育
者
、
新
聞
創
刊
な
ど
で

知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
村
上
家
第
七
代
玄
水
は
九
州
で
最
初

に
人
体
解
剖
し
た
蘭
方
医
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。


